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油 中ポ ンプ 設 備の 型式 試験 確 認に 係る 業 務規 程

平成 ７ 年９ 月１ ８日 危 保規 程第 ３号

最終 改正 令 和 ３年 １０ 月２ ０ 日危 保規 程第 ２ ６号

第 １ 目 的

本 業務 は、 油中 ポ ンプ 設備 の安 全 性を 図る ため 、 油中 ポン プ設 備 の構 造、 機能 に 関す

る 試 験確 認を 行い 、 もっ て油 中ポ ン プ設 備の 安全 性 の確 保に 寄与 す ると とも に、 製 造者

等 の 許可 申請 事務 及 び消 防機 関の 審 査・ 検査 事務 の 効率 化に 資す る こと を目 的と す る。

第 ２ 業 務の 制度 と対 象

本 業務 は、 型式 試 験確 認制 度と し 、液 体の 危険 物 を取 り扱 う油 中 ポン プ設 備を 対 象と

し て 型式 につ いて 試 験確 認を 行う も のと する 。

第 ３ 型 式試 験確 認の 方 法

１ 油 中ポ ンプ 設備 の 型式 試験 確認 は 、危 険物 の規 制 に関 する 政令 （ 昭和 ３４ 年政 令 第３

０ ６ 号） 第１ ３条 第 １項 第９ 号の ２ 、危 険物 の規 制 に関 する 規則 （ 昭和 ３４ 年総 理 府令

第 ５ ５号 ）第 ２４ 条 の２ 及び 「油 中 ポン プ設 備に 係 る規 定の 運用 に つい て」 （平 成 ５年

９ 月 ２日 消防 危第 ６ ７号 ）の 基準 に 適合 する もの で ある こと を、 危 険物 保安 技術 協 会

（ 以 下「 協会 」と い う。 ）が 別に 定 める 「油 中ポ ン プ設 備の 型式 試 験確 認実 施要 領 」

（ 以 下「 試験 確認 実 施要 領」 とい う 。） によ り行 う もの とす る。

２ 本 業務 に係 る型 式 試験 確認 は、 ４ (1)に定 める 油 中ポ ンプ 設備 の 型式 の区 分に お いて 、

同 一 の型 式区 分に 属 する 油中 ポン プ 設備 から 抜取 り 、試 験確 認を 行 うも のと する 。 ただ

し 、 同一 型式 の区 分 の中 に複 数の 機 種が 含ま れる 場 合は 、構 造、 機 能等 を異 にす る 部分 、

箇 所 につ いて もそ れ ぞれ 試験 確認 を 行う もの とす る 。

３ 協 会の 型式 試験 確 認を 受け た後 、 油中 ポン プ設 備 の構 造、 機能 等 に変 更が 生じ た 場合

は 、 ４ (1)に 定め る 型式 区分 によ っ て別 型式 とす る か、 ４ (2)に 定 める 重変 更若 し くは

４ (3)に 定め る軽 変 更の いず れか に より 取り 扱う も のと する 。

４ 油 中ポ ンプ 設備 の 型式 の区 分又 は 変更 の区 分は 、 次に 示す とお り とす る。

(1) 型式 区分

油中 ポン プ設 備 につ いて 基本 形 状、 ポン プ及 び 電動 機の 出力 が 同一 であ るも の を同

一 型式 とし て区 分 する 。

(2) 重変 更

既に 、協 会の 型 式試 験確 認を 受 けて いる 型式 の 油中 ポン プ設 備 につ いて 、以 下 に示

す 変更 事例 を重 変 更と して 区分 し 、変 更部 分に 係 る申 請図 書を 提 出し て書 類及 び 立会

い によ る協 会の 試 験確 認を 受け る もの とす る。

（ 変 更事 例）

ア 電 動機 の冷 却 又は 内部 の空 気 の滞 留防 止に 係 る構 造を 変更 す る場 合

イ 自 動戻 し弁 の 開閉 機構 に係 る 構造 を変 更す る 場合

ウ 電 動機 の自 動 停止 装置 の検 出 機構 に係 る構 造 を変 更す る場 合



- 2 -

(3) 軽変 更

既に 、協 会の 型 式試 験確 認を 受 けて いる 型式 の 油中 ポン プ設 備 につ いて 、以 下 に示

す 変更 事例 を軽 変 更と して 区分 し 、変 更部 分に 係 る申 請図 書を 提 出し て書 類に よ る協

会 の試 験確 認を 受 ける もの とす る 。

（ 変 更事 例）

ア 油 中ポ ンプ と 地下 貯蔵 タン ク との 接合 フラ ン ジ構 造を 変更 す る場 合

イ 外 装の 構造 ・ 材質 を変 更す る 場合

ウ 電 動機 固定 子 に充 填す る樹 脂 の材 質を 変更 す る場 合

エ 電 動機 に接 続 する 電線 保護 管 ・端 子箱 の構 造 及び 電線 被覆 材 の材 質を 変更 す る場

合

第 ４ 試 験確 認業 務に 関 する 手続 き等

１ 申 請

油 中ポ ンプ 設備 に 係る 型式 試験 確 認を 受け よう と する 者は 、様 式 第１ に示 す申 請 書に 、

次 の 各号 に掲 げる 条 件を 備え て協 会 に申 請す るも の とす る。

協 会は 、当 該申 請 書が 必要 な条 件 を備 えて いる 場 合は 、そ の申 請 を受 理す る。

(1) 型式 試験 確認 申 請書 は、 正副 ２ 通を 提出 する こ と。

(2) 型式 試験 確認 申 請書 には 、型 式 を記 入す るこ と 。

(3) 型式 試験 確認 申 請書 には 、次 表 に定 める 書類 が 添付 され 、か つ 、こ れら の書 類 は正

副 別に 日本 工業 規 格（ 以下 「Ｊ Ｉ Ｓ」 とい う。 ） Ａ４ の大 きさ の ファ イル によ り 一括

編 てつ する こと 。

区 分 部数 備 考

設 計 図 正 副 構 造、 主 要寸 法、 部品 名 及び 材質 等を 明 らか

２ 部 に した も ので 、外 形図 、 組立 断面 図等 を いう 。

仕 様 ・構 造説 明書 正 副 別 紙１

２ 部

社 内 試験 成績 書 正 副 社 内で 実 施し た検 査の 成 績表

２ 部

社 外 試験 成績 書 正 副 公 的機 関 等で 実施 した 検 査の 成績 表

２ 部

２ 型 式試 験確 認の 実 施

協 会は 、申 請書 類 の審 査を 行っ た 後、 第３ 、１ に 定め る試 験確 認 実施 要領 に示 す 方法

に よ って 型式 試験 確 認を 実施 する も のと する 。

３ 型 式試 験確 認結 果 の通 知

当 該申 請に 基づ き 、協 会が 第３ に 定め る型 式試 験 確認 を行 った 結 果に つい ては 、 申請

者 に 対し 様式 第２ に 示す 油中 ポン プ 設備 型式 試験 確 認結 果通 知書 に より 通知 する 。

な お、 基準 に不 適 合の 場合 は、 そ の理 由を 記載 す るも のと する 。

４ 重 変更 の試 験確 認
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既 に、 協会 の型 式 試験 確認 を受 け てい る型 式に つ いて 、構 造又 は 機能 の一 部に 、 第３ 、

４ (2)に 示す 内容 の 変更 をし よう と する 者に あっ て は、 次の 各号 の 規定 に従 って 協 会の

行 う 重変 更に 係る 試 験確 認を 受け る こと がで きる も のと する 。

(1) 重変 更に 係る 試 験確 認の 実施 を 受け よう とす る 者は 、様 式第 ３ に示 す申 請書 に 、第

４ 、１ の規 定に 準 じて 重変 更に 係 る必 要書 類を 添 えて 協会 に申 請 する もの とす る 。

(2) 協会 は、 当該 変 更部 分及 びそ の 関連 する 部分 に つい て、 第４ 、 ２に 準じ て重 変 更試

験 確認 を実 施す る 。

(3) 協会 は、 第４ 、 ３に 準じ て様 式 第２ に示 す型 式 試験 確認 結果 通 知書 によ り通 知 する

も のと する 。

５ 軽 変更 の試 験確 認

既 に、 協会 の型 式 試験 確認 を受 け てい る型 式に つ いて 、第 ３、 ４ (3)に示 す内 容 の軽

変 更 をし よう とす る 者に あっ ては 、 次の 各号 の規 定 に従 って 協会 の 軽変 更の 確認 を 受け

る こ とが でき るも の とす る。

(1) 軽変 更に 係る 試 験確 認を 受け よ うと する 者は 、 様式 第４ に示 す 申請 書に 、第 ４ 、１

の 規定 に準 じて 軽 変更 に係 る必 要 書類 を添 えて 協 会に 申請 する も のと する 。

(2) 協会 は、 当該 部 分及 びそ の関 連 する 部分 につ い て、 申請 図書 に よっ て軽 変更 に 係る

審 査を 実施 する 。

(3) 協会 は、 当該 申 請に 基づ いて 審 査を 行っ た結 果 につ いて は、 第 ４、 ３に 準じ て 様式

第 ２に 示す 型式 試 験確 認結 果通 知 書に より 通知 す るも のと する 。

６ 型 式試 験確 認済 証 （貼 付ラ ベル ） の交 付

協 会の 行う 型式 試 験確 認を 受け 、 「試 験確 認実 施 要領 」に 適合 し た油 中ポ ンプ 設 備と

同 一 型式 のも のに つ いて 、次 によ り 別記 の型 式試 験 確認 済証 を交 付 する 。

(1) 型式 試験 確認 証 の交 付を 受け よ うと する 者は 、 様式 第５ に示 す 申請 書に より 、 協会

に 申請 する もの と する 。

(2) 協会 は、 当該 申 請に 係る 油中 ポ ンプ 設備 が型 式 試験 確認 を行 っ たも のと 同一 型 式で

あ ると 認め ると き は、 様式 第６ に 示す 型式 試験 確 認済 証を 交付 す るも のと する 。 この

場 合に おい て、 協 会は 、当 該申 請 に係 る油 中ポ ン プ設 備が 型式 試 験を 行っ たも の と同

一 であ るか どう か を確 認す るた め 調査 を行 うこ と がで きる もの と する 。

(3) 型式 試験 確認 を 受け た油 中ポ ン プ設 備に は、 前 号に 定め る型 式 試験 確認 済証 を 貼付

す るも のと する 。

７ 型 式試 験確 認の 証 明書 の発 行

型 式試 験確 認に 係 る試 験確 認証 明 書の 発行 につ い ては 、別 に定 め るも のと する 。

第 ５ 手 数 料等

１ 手 数料 の 額 は、 次 の各 号 に掲 げ る業 務 の種 類 に 応じ 、 それ ぞ れ当 該 各 号に 定 める 額

に 、 この 額 に 係る 消 費税 相 当額 を 加算 し た額 と す る。 た だし 、 試験 確 認 のた め 、協 会

の 職 員が 工 場 等に 出 張す る 場合 の 手数 料 の額 は 、 この 額 に２ に 定め る 旅 費等 の 額を 加

算 し た額 と す る。

(1) 第 ３． １ に定 め る型 式 試 験確 認
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１ 型式 に つ き １ ８９ ， ０ ００ 円

(2) 第 ３． ４ (2) に 定め る 重変 更 の試 験 確 認

１ 型式 に つ き １ ６８ ， ００ ０ 円

(3) 第 ３． ４ (3) に 定め る 軽変 更 の試 験 確 認

１ 型式 に つ き ３５ ， ９０ ０ 円

(4) 第 ４． ７ に定 め る型 式 試 験確 認 済証 の 交付

１ 枚に つ き ７ ７０ 円

２ 旅 費等 の 額

(1) 旅 費は 、 次に 定 める 額 の 合算 額 とす る 。

ア 日 当

１ 日に つ き ２ ， ２０ ０ 円

イ 宿 泊 料

甲 地方 １ 日に つ き １ ０， ９ ０ ０円

乙 地方 １日 に つき ９， ８ ００ 円

ウ 交 通 費

実 費（ 最 も 経済 的 な通 常 の経 路 及 び交 通 手段 に よる 費 用）

(2) 外 国で 行 う試 験 確認 に 係 る旅 費 の額 に 相当 す る 額は 、 （１ ） にか か わら ず 、 理事 長

が 別 に定 め る 。

(3) 外 国で 行 う試 験 確認 に 必 要と 認 めら れ る旅 費 以 外の 経 費は 、 理事 長 が別 に 定 める 。

３ 手 数料 の 納 付手 続 きに つ いて は 、 理事 長 が別 に 定め る 。

４ 既 に 納付 さ れた 手 数 料は 、 協会 が 当該 手 数料 の 対 象と な る業 務 の申 請 書 を受 け 付け

た 後 にお い て は、 返 還し な い。

第 ６ 雑 則

１ 書 類等 の 返 還

協 会は 、 型 式試 験 確認 申 請、 重 変更 申 請又 は 軽 変更 申 請の 際 に提 出 さ れた 書 類の う

ち 、 副本 １ 部 を試 験 確認 又 は審 査 終了 後 に申 請 者 に返 還 する も のと す る 。

２ 試 験確 認 立 会い

型 式試 験 確 認は 、 協会 の 職員 が 立会 っ て実 施 さ れる も のと す る。

(1) 試験 場 所

あら か じめ 型 式試 験 確認 申 請書 に よ って 申 請さ れ た場 所 と する 。

(2) 測定 機 器類

試験 確 認の 立 会い に 使用 す る測 定 機 器類 は 、原 則 とし て 申 請者 の 負担 で 準備 す る

も のと す る。

３ 協 会に よ る 調査 等

既 に、 協 会の 行 う型 式 試 験確 認 を受 け た油 中 ポ ンプ 設 備の 設 備内 容 につ い て 疑義 が

生 じ 、調 査 す る必 要 があ る と協 会 が判 断 した 場 合 、協 会 はそ の 旨申 請 者 に通 知 し、 試

験 確 認を 行 っ た内 容 に適 合 して い るも の か否 か を 確認 す るた め の調 査 を 行う こ とが で
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き る もの と す る。

な お、 協 会は 型 式試 験 確 認済 証 の交 付 にあ た り 、発 行 簿に 交 付年 月 日、 申 請 者及 び

整 理 番号 を 記 録す る 等型 式 試験 確 認済 証 の交 付に 係 る管 理を 行う と とも に、 型式 試 験

確 認 を受 けた 油中 ポ ンプ 設備 の製 造 等の 状況 を把 握 する ため 、当 該 工場 に対 し、 原 則と

し て 、毎 年一 回調 査 を行 うも のと す る。

ま た、 申請 者又 は 消防 機関 等か ら の油 中ポ ンプ 設 備の 事故 に関 す る通 報に 際し 、 協会

は そ の原 因の 調査 に あた る。

４ 試 験確 認結 果の 取 り消 し等

協 会は 、こ の規 程 に基 づく 型式 確 認試 験に 関し 、 著し く不 適当 な 行為 があ ると 認 める

と き は、 次に より 必 要な 措置 を講 ず るも のと する 。

(1) 型式 試験 確認 を 受け た者 又は そ の関 係者 が次 の いず れか に該 当 する 行為 を行 っ たと

き は、 試験 確認 に 適合 した 旨の 通 知又 は当 該試 験 確認 に係 る証 明 を取 り消 すこ と がで

き る。

なお 、こ の場 合 にお いて 手数 料 等は 返却 しな い もの とす る。

ア 不 正又 は不 当 な手 段を 用い て 試験 確認 を受 け たと き

イ 交 付を 受け た 試験 確認 結果 通 知書 、試 験確 認 証明 書又 は型 式 試験 確認 済証 を 不正

に使 用し 、若 し くは 改ざ んし 、 又は これ らを 偽 造し たと き

ウ 協 会の 型式 試 験確 認を 受け ず に、 型式 区分 、 重変 更又 は軽 変 更に 該当 する 変 更を

した 者が 、交 付 を受 けた 試験 確 認結 果通 知書 、 試験 確認 証明 書 又は 型式 試験 確 認済

証を 使用 した と き

エ 第 ４、 ６ (2) 又は 第６ 、３ に 定め る調 査を 拒 否し 、若 しく は 妨害 し、 又は 当 該調

査に 関し て協 会 が必 要と 認め る 資料 の提 出若 し くは 書面 によ る 報告 を求 めた 場 合に

これ を拒 み、 虚 偽の 資料 を提 出 し、 若し くは 虚 偽の 報告 をし た とき

オ そ の他 この 規 程に 基づ く型 式 試験 確認 業務 に 関し 、故 意若 し くは 重大 な過 失 によ

り協 会の 信用 を 失墜 させ 、又 は その おそ れが あ ると き

(2) 協会 は、 前号 に 規定 する 試験 確 認結 果の 取り 消 し等 を行 おう と する とき は、 あ らか

じ め、 型式 試験 確 認を 受け た者 に その 旨を 通知 し 、弁 明の 機会 を 与え るも のと す る。

(3) 前 (1) の 試験 確 認結 果の 取り 消 し等 は、 原則 と して 、文 書に よ り型 式試 験確 認 を受

け た者 に通 知す る もの とす る。

(4) 前号 の通 知を 受 けた 者は 、試 験 確認 結果 の取 り 消し 等を 受け た 油中 ポン プ設 備 に型

式 試験 確認 済み 証 を貼 付し ては な らな い。

５ 変 更事 例外 変更 の 取扱 い

協 会は 、第 ３、 ４ (2) に掲 げる 重 変更 事例 又は 第 ３、 ４ (3) に 掲 げる 軽変 事例 の いず

れ の 事例 にも 該当 し ない 変更 であ っ ても 、現 行基 準 等か らみ て試 験 確認 をす る必 要 があ

る と 協会 が判 断し た 事項 が生 じた 場 合、 その 旨申 請 者に 通知 する と とも に協 議の 上 重変

更 又 は軽 変更 の区 分 を行 い、 第４ 、 ４又 は第 ４、 ５ によ って 変更 に 係る 試験 確認 を 行う

こ と がで きる もの と する 。
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附 則

１ こ の 業務 規程 は、 平 成７ 年９ 月２ ０ 日か ら施 行す る 。

附 則 （ 平成 ９年 ３月 ４ 日危 保規 程第 ５ 号）

１ こ の 業務 規程 は、 平 成９ 年４ 月１ 日 から 施行 する 。

附 則 （ 平成 １１ 年１ ０ 月１ ９日 危保 規 程第 １９ 号）

１ こ の 業務 規程 は、 平 成１ １年 １０ 月 １９ 日か ら施 行 する 。

附 則 （ 令和 ３年 １０ 月 ２０ 日危 保規 程 第２ ６号 ）

１ こ の 業務 規程 は、 令 和３ 年１ ２月 １ 日か ら施 行す る 。
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